
[R3.6.18健康福祉局]

[６月15日0:00時点]

期 間 １回目接種 ２回目接種

４月12日の週 ( 4/12 - 4/18 ) 314回 0回

４月19日の週 ( 4/19 - 4/25 ) 326回 0回

４月26日の週 ( 4/26 - 5/ 2 ) 141回 0回

５月３日の週 ( 5/ 3 - 5/ 9 ) 126回 210回

５月10日の週 ( 5/10 - 5/16 ) 12,642回 330回

５月17日の週 ( 5/17 - 5/23 ) 17,257回 192回

５月24日の週 ( 5/24 - 5/30 ) 21,534回 149回

５月31日の週 ( 5/31 - 6/ 6 ) 24,588回 12,307回

６月７日の週 ( 6/ 7 - 6/13 ) 43,189回 16,201回

合 計 120,117回 29,389回

※ ワクチン接種記録システム(VRS)の登録件数に基づく接種状況となります。

新型コロナワクチンの接種状況について(速報値)



令和３年６月１０日  

報道発表資料  

新型コロナワクチンの集団接種会場において 

濃度が不足するワクチンを接種した疑いについて 

 令和３年６月１０日（ 木） １２時３０分過ぎ、麻生区の集団接種会場である麻生市民館において、

不十分な濃度の新型コロナワクチンを接種した可能性があることが判明しましたので、御報告いたし

ます。 

１２時３０分までに接種した１４５名（ 内訳： １回目接種７４名、２回目接種７１名）のうち、６

名の方に濃度不足の恐れのあるワクチンを接種した可能性がありますが、６名の方は特定できていま

せん。 

被接種者１４５名の方全員には、本日中に電話で連絡し、状況及び今後の対応について御説明の上、

お詫びするともに、明日、文書をお送りいたします。

接種を受けていただいた方に深くお詫び申し上げます。 

１ 経過 

令和３年６月１０日（ 木）  

９時１５分～１２時３０分 

・ ２５バイアルで注射器１５０本分を準備し、１４５名に接種した。 

１２時３０分過ぎ 

・接種人数とワクチンを充填した注射器の本数を確認したところ、充填済みで未接種の注射器の

本数が１１本残っており、本来残るべき５本よりも６本（ １バイアル分） 多いことが判明 

・ 従事した看護師が、責任者（ 市職員） に報告 

 ・ 従事した看護師に、希釈方法等について確認するよう指示 

２ 原因 

ファイザー社製のワクチンは、バイアルに規定量の生理食塩水を注入して希釈したのちに、指定

の量を注射器に充填し、接種を行っています。 

ワクチンを充填した注射器の本数を確認したところ、使用済みのバイアルに対し、注射器の本数

が６本（ １バイアル分）多いことから、注射器に詰めた後のワクチンが若干残っていたバイアルに、

再度生理食塩液を注入し、濃度が不足したワクチンを６本分作成した可能性が高い状況です。 

希釈前のバイアルと充填済みのバイアルが混在する状況で作業台のトレイに置かれていたこと

から、手順の誤りが発生したと考えられます。 

３ 今後の対応 

  運営を委託している事業者に対し、希釈前のバイアルと充填後のバイアルの置き場所を分けるこ

とを徹底させるとともに、希釈から充填までの手順を再度確認するよう指導しました。 

 濃度が不足するワクチンを接種した場合、健康被害が生じる可能性はありませんが、新型コロナ

ウイルスに対する十分な抗体が生成されない可能性があるため、対象者全員について、２回目接種

の終了後、抗体検査を行い、体内に十分な量の抗体が生成されているかを確認いたします。抗体が

確認できない場合は、再度、ワクチン接種を行います。 

【 問合せ先】  

（ 麻生市民館での集団接種会場の管理運営に関すること）  

川崎市麻生区役所危機管理担当 佐藤 

電話 ０４４- ９６５- ５３７２ 

（ 新型コロナワクチンに関すること）  

川崎市健康福祉局保健所新型コロナウイルスワクチン調整室 神庭(かにわ) 

電話 ０４４- ２００- １０８５ 



令和３年６月１３日  

報道発表資料  

新型コロナワクチンの廃棄について 

 令和３年６月１３日（ 日）８時１０分頃、巡回接種用のワクチン管理拠点に設置している新型コロナワク

チン保管用の超低温冷凍庫から警報音を確認しました。超低温冷凍庫に設置している温度計の記録を確認

したところ、規定温度を超えた後、再凍結していたことから、ワクチン１，０６６バイアル（ ６，３９６回

分） を廃棄することになりましたので、御報告いたします。 

なお、今回のワクチンについては、温度異常を確認後、接種に使用しておらず、今後、使用するワクチン

については、現在、調整を行っております。 

１ 経過 

令和３年６月１１日（ 金）

℃１４時０８分  【 温度計の記録】 －５９．６ を記録 

℃２０時２１分  【 温度計の記録】 －１４．７ を記録 

令和３年６月１２日（ 土）

℃ １４時２３分  【 温度計の記録】 ８．１ を記録 

℃ １４時５３分  【 温度計の記録】 ９．１ を記録し、以降、温度下降開始 

令和３年６月１３日（ 日）

℃  ５時 ５分  【 温度計の記録】 －１５．２ を記録 

８時１０分頃 市職員が電気工事のためワクチン管理拠点に出勤し、冷凍庫の警報音に気づき、 

温度計の記録を確認する 

【 参考】 ファイザー社製ワクチンの管理方法 

① ℃超低温冷凍庫（－９０～－６０ ） で保管した場合 

有効期限内に使用する 

② ℃冷凍庫（－２５～－１５ ） に移して保管した場合 

１４日間保存することができる 

※  ℃一度に限り、超低温冷凍庫（ －９０～－６０ ） に戻し保存することができる 

③ ℃冷蔵庫（ ２～８ ） で保管した場合 

１か月間保存することができる 

※  解凍後、再冷凍はできない 
④室温で解凍した場合 
解凍及び希釈を２時間以内に行う 

 ⑤希釈後 
２～３０度で保存し、希釈後６時間以内に接種する 

２ 原因 

現時点では、冷凍庫の温度上昇の原因は不明となっております。庫内の温度が上昇したことへの対応が

遅れたことが廃棄に至った原因と考えます。 

３ 今後の対応 

定期的に冷凍庫の温度を確認する体制を整えます。また、休日や夜間に警報音が発生した場合の確認方

法と連絡体制を整えます。超低温冷凍庫は、専用回路を使用しておりますが、改めて電源関係の確認を行

います。警報音発生時の管理方法として、予備の冷凍庫を配備します。 

貴重なワクチンを失い、市民の皆様に御迷惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げます。 

【 問合せ先】  

川崎市健康福祉局保健所新型コロナウイルスワクチン調整室 芦川 

電話 ０４４- ２００- １０８３ 




